
◎指示があるまでは、この問題用紙を開かないでください。 

◎試験開始までに、次の注意事項をご確認ください。 

●解答用紙に、受検番号･氏名を記入してください。

●問題は、全部で 50 問です。 

●解答は、30 問が四者択一式で、20 問が記述式です。四者択一式は、解答用紙

の所定の欄の番号をはっきりとわかるように○で囲んでください。（複数記入

は無効です。）記述式は、問題文の指示に沿った解答でない場合は不正解にな

ります。 

●鉛筆又はシャープペンで記入してください。 

●訂正する場合は、消しゴムできれいに消して、書き直してください。 

●問題用紙に落丁･乱丁･印刷不鮮明などがある場合は、係員に申し出てください。

●試験開始後、30 分～50 分までは退出を認めます。 

◎40 問以上の正解で合格です。結果については、２月１９日(金)以降に受検者本人

宛てに通知します。 

◎この問題用紙はお持ち帰りください。 
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安曇野市教育委員会 

安曇野市制施行 10 周年記念 

平成 27 年度 

安曇野検定 
～未来につなぐふるさと安曇野～ 

問題用紙 
一般の部【上級編】 
検定時間 60分間 
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第１問 
 平安時代に編纂された『和名類聚抄』によれば、当時の安曇郡には４郷あったといわれていま

すが、高家郷、前科郷、村上郷ともう１つは何でしょうか。その郷名を漢字で正しくお書きくだ

さい。 

第２問 
次に示す山又は施設の組み合わせで、その２地点の比高（標高の差）が最も大きいのはどれで

しょうか。 

① 燕岳と有明山 ② 長峰山と光城山 

③ 常念岳と蝶ヶ岳 ④ 三郷支所と明科支所 

第３問 

安曇野市制施行10周年を記念して制定された「市歌 ～水と緑と光の郷
さと

～」の歌詞に出てこない

言葉はどれでしょうか。 

① 北アルプス ② 道祖神 ③ ケヤキ ④ 田園 

第４問 
 安曇野市豊科近代美術館に数多くの作品が展示･収蔵されている森鴎外ゆかりの洋画家は誰で

しょうか。フルネームを漢字で正しくお書きください。 

第５問 
安曇野市にある次の（ア）～（カ）の施設のうち、ＮＨＫの朝の連続テレビ小説で、安曇野を

舞台にした作品「水色の時」が放映された年に既にあった施設はいくつあるでしょうか。 

（ア）豊科郷土博物館 （イ）飯沼飛行士記念館 

（ウ）碌山美術館 （エ）天蚕センター 

（オ）穂高郷土資料館 （カ）貞享義民記念館 

① １つ ② ２つ ③ ３つ ④ ４つ 

第６問 
南安曇郡三郷村（現三郷地域）は、小倉村、温村、明盛村の３村が合併して誕生しました。こ

のうち温村は、江戸時代後半ごろに存在した４村の合併により誕生しました。野沢村、長尾村、

楡村ともう１つは何でしょうか。その村名を漢字で正しくお書きください。 
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第７問 
堀金地域にある次の（ア）～（エ）のうち、烏川右岸に位置しているのはいくつあるでしょう

か。 

（ア）延命水 （イ）大水沢の滝 

（ウ）おたねの水 （エ）まゆみ池 

① ０ ② １つ ③ ２つ ④ ３つ 

第８問 
明科地域の三川合流部付近に、平成16年（2004）につくられた自然体験交流センターの愛称は

何でしょうか。ひらがなでお書きください。 

第９問 
平成27年（2015）４月５日に安曇野市と友好都市締結したのは、何県何市でしょうか。漢字で

正しくお書きください。 

第１０問 
安曇野市内で行われる行祭事である次の（ア）～（カ）のうち、穂高神社で行われている行祭

事はいくつあるでしょうか。 

（ア）奉納獅子舞 （イ）奉射祭 

（ウ）信州安曇野薪能 （エ）安曇野道祖神まつり 

（オ）新そばと食の感謝祭 （カ）安曇野神竹灯 

① １つ ② ２つ ③ ３つ ④ ４つ 

第１１問 
安曇野市の自然条件に関する記述として、最も適切な内容はどれでしょうか。 

① 通称「安曇野」と呼ばれる地域は、標高600～800ｍの比較的平坦な複合扇状地からなって 

いる 

② 燕岳から蝶ヶ岳まではほぼ一様に花崗岩類の地質からなっている 

③ 安曇野市の年間の降水量は概ね1,000mm前後で、比較的降水量が少ない 

④ 年間を通して湿度が低めで比較的空気が乾燥し、一日の気温較差が小さい 
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第１２問 
右の写真は、安曇野市から見える山で、２つの丸いピークがお尻

のように見えることから「けつだし山」というユニークな名前で呼

ばれています。この山の正式名称は何でしょうか。漢字で正しくお

書きください。 

第１３問 
次の野生生物のうち、平成26年（2014）7月に発行された「安曇野市版レッドデータブック」

において、安曇野市のレッドリスト種（絶滅のおそれのある野生生物）に選定されていないのは

どれでしょうか。 

① ライチョウ ② ニホンカモシカ ③ ニホンモモンガ ④ オコジョ 

第１４問 
安曇野市の地形と、これまでの集落の形成や産業の発展との関連を述べた以下の文章のうち、

（  ）内に入る適切な言葉の組み合わせはどれでしょうか。 

「烏川扇状地や黒沢川扇状地の（ ア ）では、縄文時代から集落形成があったこと

を示す遺跡が複数見つかっています。犀川、高瀬川、穂高川の三川合流部は、（ イ ）

にあたり、その豊富な湧き水が、わさび田や養魚などの産業発展に結びついてきました。

（ ウ ）は水が得にくく、（ ウ ）における主な集落の形成は堰の発達によって進

んできました。」 

① ア：扇端部  イ：扇頂部  ウ：扇央部 

② ア：扇頂部  イ：扇央部  ウ：扇端部 

③ ア：扇央部  イ：扇端部  ウ：扇頂部 

④ ア：扇頂部  イ：扇端部  ウ：扇央部 

第１５問 
安曇野市内を流れる拾ヶ堰に関する次の記述（ア）～（エ）のうち、適切な内容はいくつある

でしょうか。 

（ア）拾ヶ堰は、梓川から取水し、烏川に合流するまでおよそ15kmの水路である 

（イ）拾ヶ堰は、標高550ｍの等高線に沿って流れ、その高低差はわずか５mである 

（ウ）拾ヶ堰は、新田堰や矢原堰、勘左衛門堰に先駆け、わずか３ヶ月の工期で開削され、文

化13年（1816）に通水した 

（エ）拾ヶ堰の現代の灌漑面積は約1,000haだが、この開削で従来の灌漑に余水が生まれた例も

あり、実質的にはその面積を上回る波及効果があったとされている 

① ０ ② １つ ③ ２つ ④ ３つ 
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第１６問 
穂高古墳群は、6世紀後半から7世紀につくられた円墳で構成されており、穂高有明の宮城から

穂高柏原の塚原にかけての山麓に分布しています。この古墳群のうちＦ９号墳の発掘調査が行わ

れている公園の正式名をお書きください。 

第１７問 
右の写真は、堀金烏川下堀の諏訪神社にある高さ185cm、幅180cm

のケヤキを材とした大型の神鏡で、明治31年（1898）に制作されま

した。現在、安曇野市有形文化財に指定されているこの神鏡を制作し

た彫刻師の名前は何というでしょうか。フルネームを漢字で正しくお

書きください。 

第１８問 
次の写真に示す安曇野市内の神社仏閣のうち、山麓線（県道25号塩尻鍋割穂高線：松本市境～

宮城、県道306号有明大町線：宮城～松川村境）よりも東側にあるのはどれでしょうか。 

第１９問 
安曇野市内各地で行われているオフネ祭りのうち、次の（ア）～（カ）について、毎年恒例の

開催時期で４月から早い順に並べたとき、４番目にくるのはどれでしょうか。その祭りが開催さ

れる地域名（豊科、穂高、三郷、堀金、明科）を漢字でお書きください。 

（ア）重柳八幡宮祭り舟 （イ）穂高神社の御船祭り 

（ウ）熊野神社のお船祭り （エ）岩原神社のお舟祭り 

（オ）潮神明宮の柴舟と人形飾り物 （カ）萩原神社のお船祭り 

① ② 

③ ④ 
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第２０問 
次の写真に示す安曇野市内の道祖神のうち、堀金地域にあるのはどれでしょうか。 

第２１問 
安曇野市の国登録有形文化財の一つである「旧髙橋家住宅」の特徴を説明している以下の文章

のうち、（  ）内に入る適切な言葉の組み合わせはどれでしょうか。 

「穂高地域にある旧髙橋家住宅は、（ ア ）造の（ イ ）屋根で、内部の間取りなども含

め、近世から近代にかけての（ ウ ）の建物の特徴を今日に伝えています。」 

① ア：寄棟  イ：板   ウ：農家 

② ア：本棟  イ：板   ウ：商家 

③ ア：寄棟  イ：茅葺  ウ：農家 

④ ア：本棟  イ：茅葺  ウ：商家 

第２２問 
三郷出身の林学博士･白澤保美が海外留学からの帰途に持ち帰って母校温明小学校に植えた木

で、県内最古級のものといわれている木の名前は何でしょうか。カタカナで正しくお書きくださ

い。 

① ②

③ ④ 
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第２３問 
次の安曇野ゆかりの人物のうち、その功績により、他の自治体（市）で名誉市民に選ばれてい

るのは誰でしょうか。 

① 臥雲辰致 ② 相馬愛蔵 ③ 臼井吉見 ④ 熊井啓 

第２４問 
現在、「表銀座」と呼ばれる燕岳から槍ヶ岳に至るルートを開拓した人物は誰でしょうか。そ

の名前を漢字で正しくお書きください。  

第２５問 
豊科出身の教育功労者で、明治期に活躍した藤森寿平（桂谷）の経歴や功績に関する記述とし

て、明らかに間違っている内容はどれでしょうか。 

① 国会開設請願運動のための結社「奨匡社」の運動に携わった 

② 県会議員となり、県立中学校の設立案を提案した 

③ 法蔵寺境内に実践社を開設した 

④ 晩年は日本画家として制作にいそしんだ 

第２６問 
明科出身の能楽師で、重要無形文化財保持者（総合認定）の青木祥二郎が、斯道60年の記念に

開曲した能楽最高といわれる秘曲の名前は何でしょうか。漢字で正しくお書きください。 

第２７問 
安曇野市域におけるこれまでの宅地開発に関する主な出来事（ア）～（エ）を年代の古い順に

正しく並べてあるのはどれでしょうか。 

（ア）長野県内の町では初めて、豊科町に県営の住宅団地を設けることが決定した 

（イ）徳治郎（豊科田沢）と熊倉（豊科高家）の２地区にまたがって、大規模な住宅分譲団地 

の造成が始まった 

（ウ）穂高町の北アルプス山麓で「学者村」と呼ばれる別荘開発が始まった 

（エ）三郷村の一日市場駅の東側にある大規模な分譲住宅団地の造成･分譲が始まった 

① ア→ウ→イ→エ ② ウ→ア→エ→イ  

③ エ→イ→ア→ウ ④ イ→エ→ウ→ア 

第２８問 
安曇野市制施行後に制定された「安曇野市の適正な土地利用に関する条例」の適用によって、

平成24年（2012）12月に都市計画法に基づく区域区分（線引き）が廃止されたのはどの地域でし

ょうか。 

① 豊科地域 ② 穂高地域 ③ 三郷地域 ④ 明科地域 
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第２９問 
平成27年（2015）４月に豊科本村に、安曇野市内初のラウンドアバウト交差点が整備されまし

た。その愛称を漢字３文字で正しくお書きください。 

第３０問
安曇野市合併後の道路整備や交通システムに関する出来事として、次のうち最も新しい内容は

どれでしょうか。 

① 長野自動車道の梓川スマートＩＣが開通した 

② アルプス大橋の完成により国道147号高家バイパスが全通した 

③ 長野自動車道の「豊科ＩＣ」が「安曇野ＩＣ」に名称変更された 

④ デマンド交通あづみんが運行開始した 

第３１問 
安曇野市域における交通の歴史に関する記述として、最も適切な内容はどれでしょうか。 

① 安曇野市域では江戸時代に犀川に架かる橋は一つもなかった 

② 明治35年（1902）の篠ノ井線全線開通によって、松本－新町間の通船が廃止された 

③ 昭和45年（1970）に、篠ノ井線の明科－西条間に、第一、第二、第三白坂トンネルが抜 

かれ、この間をほぼ直線につなぐ新線が開通した 

④ 明治中頃には、犀川で「時間船」という乗合船が運行されていた 

第３２問 
文化11年（1814）８月に栗尾道を通って満願寺を訪ね、西山山麓一帯を取材して、その内容を

『続膝栗毛 八編 従木曽路善光寺道』にまとめたことにより、安曇野地域を広く紹介した人物は

誰でしょうか。その名前を漢字で正しくお書きください。 

第３３問 
安曇野市内にある次の（ア）～（オ）の公園のうち、それぞれの現在の開園面積が、豊科南部

公園よりも広い面積をもつ公園はいくつあるでしょうか。 

（ア）かじかの里公園 （イ）室山アグリパーク 

（ウ）三郷文化公園 （エ）県営烏川渓谷緑地 

（オ）龍門渕公園  

① １つ ② ２つ ③ ３つ ④ ４つ 
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第３４問 
安曇野市の旧町村の上水の歴史に関する次の記述（ア）～（オ）のうち、明らかに間違ってい

る内容の組み合わせはどれでしょうか。 

（ア）豊科町では昭和の初期に、新田北端で水質のよい豊富な水源が発見された 

（イ）穂高町では昭和30年代以前から、町全域で上水道や簡易水道の整備が進められていた 

（ウ）三郷村では大正時代から、黒沢川の豊富な水で村全域の水道水をまかなっていた 

（エ）堀金村では大正の始め頃に、湧水を水源とする水道がつくられた 

（オ）明科町ではかつて、傾斜地では川を堰き止めて貯めた水を引水していた 

① （ア）と（オ）  ② （イ）と（エ） 

③ （イ）と（ウ）  ④ （ウ）と（エ） 

第３５問 
安曇野市の市役所新本庁舎が完成し、竣工式が行われたのは、平成何年何月何日でしょうか。

数字で正しくお答えください。 

第３６問 
安曇野市域における農林水産業の歴史に関する次の（ア）～（エ）の出来事を、年代の古い順

に正しく並べてあるものはどれでしょうか。 

（ア）真々部地区に、木材を取引する市場として「豊科市場」が開設された 

（イ）穂高町を中心に、ナシ畑の排水路を利用し、わさびの栽培が始められた 

（ウ）南小倉地区に、りんご園が開かれた 

（エ）中川手地区に、マスの養殖場として「県営犀川ふ化場」が設置された 

① イ→ウ→エ→ア ② ア→エ→イ→ウ 

③ ウ→イ→ア→エ ④ エ→ア→ウ→イ 

第３７問 
安曇野市の農産物をＰＲするための妖精キャラクター「あづみ～ず」は、平成27年（2015）２

月に、新たに「みずん」が加わって計５体となりました。「みずん」の他、「らいすん」、「わ

さっぴ」、「あぷふーる」と、あともう１体は何という名前でしょうか。その名前を正しくお書

きください。 

第３８問 
現在の安曇野市の農地で、田と畑の面積比を表す数値として最も近いものはどれでしょうか。 

① 田：畑 ＝ ２：１   ② 田：畑 ＝ ３：２  

③ 田：畑 ＝ １：１  ④ 田：畑 ＝ ３：１  
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第３９問 
安曇野市域を含む下図の地域における農業基盤整備の歴史に関する以下の文章のうち、（  ）

内に入る適切な言葉の組み合わせはどれでしょうか。 

「この地域は、（ ア ）から昭和53年（1978）にかけて行われた『国営中信平農業水利事業』

や、昭和42年（1967）から始まった『県営かんがい排水事業』や昭和45年（1970）から始まった

『県営（ イ ）事業』などにより、（ ウ ）から水を引く水路や農地の区画が整備され、灌

漑施設が整ったことで、桑畑はりんご畑へと姿を変え、米も生産しやすくなりました。」 

① ア：昭和40年（1965）  イ：土地改良  ウ：梓川   

② ア：昭和30年（1955）  イ：ほ場整備  ウ：奈良井川 

③ ア：昭和30年（1955）  イ：土地改良  ウ：奈良井川 

④ ア：昭和40年（1965）  イ：ほ場整備  ウ：梓川 

第４０問 
安曇野市域における畜産業に関する記述として、最も適切な内容はどれでしょうか。 

① 安曇野市域の畜産農家の数は昭和30年代はほとんど増加しなかったが、食生活の変化に 

  伴う食肉需要の高まりによって、昭和50年代中頃から急速に増加してきた 

② 平成13年（2001）に三郷村につくられた「ユーキピアみさと」は、家畜の排せつ物を堆 

肥化処理する施設である 

③ 現在、販売目的で育てられている家畜の数を種類別にみると、乳用牛と肉用牛を合わせた 

牛の数が豚の数を大きく上回る 

④ 昭和40年代前半に穂高町の山中に「小野沢牧場」がつくられた 
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第４１問 
安曇野市域を南北に縦貫していた道すじ「千国街道」の歴史に関する記述として、最も適切な

内容はどれでしょうか。 

① 千国街道の道すじは成相新田宿以北は現在の国道147号と全く同じルートだった 

② 成相新田宿は成相町と新田町からなり、成相町はもともとあった郷で、新田町の方だけが 

新たに町割りをしてつくられた 

③ 成相新田宿も保高宿も伝馬宿として整備された 

④ 保高宿の入口にあった枡形に、近世の宿場の特徴がみてとれる 

第４２問 
昭和30年代、「豊科銀座」と呼ばれた豊科市街の賑わいを読みとることができる次の詩を書い

たのは誰でしょうか。その人物の名前を漢字で正しくお書きください。 

「農学校生徒が改装前の銀行前に今年も並立
ならべた

てたそれは農作物、モモ、お花。電蓄ででかい

宣伝、うろたえ橋へんに若い衆の手踊、また女男。糸魚川街道は人で埋まり、バス、ハイヤ

ーの通行も危い。巡査はあせだく。万一は満員、履物屋の２階は新宿式喫茶部／新様の七夕

竹が商店軒なみペラヘナベラヘ／在からもたンとよってたかってきた。／昔のいろまちじゃ

今夜は三味の音もする。」 

第４３問 
昭和50年代の安曇野市域における商業に関する次の記述（ア）～（エ）のうち、適切な内容の

組み合わせはどれでしょうか。 

（ア）豊科町に初のコンビニエンスストアがつくられた 

（イ）豊科町の飲食店数が穂高町を上回るペースで増加した 

（ウ）穂高町に第一種大規模小売店舗がつくられた 

（エ）豊科IC（現安曇野IC）の付近に大型商業施設がつくられた 

① （ア）と（エ）  ② （イ）と（ウ） 

③ （ア）と（ウ）  ④ （イ）と（エ） 

第４４問 
大正10年（1921）に、明科駅付近にあった「国営製材所」の跡地で操業を開始し、最盛期には

300人超の従業員をかかえていた製糸会社名「組合製糸（   ）」の（   ）内に当てはま

る漢字を正しくお書きください。 
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安曇野検定 一般の部【上級編】問題 

第４５問 
安曇野市域における各地の工業に関する記述として、最も適切な内容はどれでしょうか。 

① 昭和20年代後半、穂高町は、安曇野市の旧５町村の中でも先駆けて工場誘致条例を制定し、 

工場誘致に取り組んだ 

② 昭和50年代頃から地域の農業と連携した食品加工業が発達する中で、三郷村には昭和56年 

（1981）にワイナリーがつくられた 

③ 農業の近代化によって生じた余剰労力の活用を図るために、堀金村では昭和50年代後半に 

「烏川工業団地」が造成され、続けて昭和60年代前半に「三田工業団地」が造成された 

④ 明科町では、高瀬川沿いの堤防道路（通称：オリンピック道路）の開通を見越して、昭和60 

年（1985）に「明科工場団地」が整備された 

第４６問 
安曇野市域に現在ある工場団地（産業団地）のうち、平成14年（2002）に整備されたのは何産

業団地でしょうか。その名称をひらがな４文字で正しくお書きください。 

第４７問 
昭和44年（1969）、ＴＢＳテレビの「ポーラテレビ小説」で放映された、安曇野ゆかりの人物

の半生を描いたドラマは何でしょうか。その題名を正しくお書きください。 

第４８問 
穂高神社において次回の大遷宮祭は、西暦で何年に行われることになるでしょうか。 

① 2023年 ② 2025年 ③ 2027年 ④ 2029年 

第４９問 
碌山美術館は、平成20年（2008）に開館から数えて節目の数字になる年を迎えました。その年

で開館何周年となったでしょうか。 

① 30周年 ② 50周年 ③ 63周年 ④ 100周年 

第５０問 
平成27年３月に発表された安曇野市の新しいロゴマークのキャッチコピーである「（  ）が

好きになる街 安曇野」は、何が好きになる街でしょうか。 

① 朝 ② 山 ③ 水 ④ 人 


